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ロケット研究会　種子島ロケットコンテストで優勝
　３月２～４日に鹿児島県・JAXA 種子島宇宙センターなどで開催
された第 13 回種子島ロケットコンテストで、大学ロケット研究会
( 顧問・今野彰機械学科教授 ) のチーム「なちゅポテ AIT」の三木
一慶君、永田真也君 ( いずれも機械学科 1 年）がロケット部門（高度）
で優勝しました。チーム名の「なちゅポテ AIT」には、本学八草キャ
ンパスの所在地である豊田市の名産品「自然薯」の英語名 「Natural 
Potato」にちなみ、「自然薯のように粘り強く試行錯誤し、自然薯
のようにまっすぐ、高く飛ぶロケットを設計して作る」という願い
が込められています。

　コンテストには、北海道から鹿児島までの大学・高専から約 250 人が参加しました。ロケッ
永田君 （左） と三木君

表彰される 「なちゅポテ AIT」

創部 10 年目の AMIDC 展
　昨年で創部 10 年目を迎えた高校情報デザイン部が 12 月 21 ～ 23 日、
記念の「AMIDC(AIT Meiden High School Information Design Club の略称 )
展」を若水キャンパス淳和記念館１階・２階オープンラボで開きました。
　同部は学校行事のポスターやパンフレット制作、各クラブのプロモー
ションビデオ、外部団体からの依頼による映像制作などに取り組んでおり、
これまでに全国高等学校パソコンコンクール（パソコン甲子園）デジタル
コンテンツ部門のグランプリ（2006 年）、準グランプリ（06、08、12 年）

などの賞を獲得しています。
　AMIDC 展では１階にポスターなどの平面作品を主に展示し、２
階に動画視聴やゲーム作品のブースを設けました。会場には教職員、
生徒、保護者や近隣の住民らが足を運び、自主性と創造力に富んだ
約 200 点の作品に興味深げに見入っていました。
　２日目の 22 日には、他の部活とコラボした２つのイベントを繰
り広げました。ダンス同好会とのコラボでは、日本高校ダンス部選
手権全国大会スモールクラスでストリートダンス協会賞を受賞して
いる同好会が、華麗な光と色彩の投射の中、迫力のダンスパフォー
マンスを披露しました。
続いて、座奏やマーチン

グで幾度も全国の頂点に立っている吹奏楽部とのコラボがあ
り、吹奏楽部の素顔を紹介する和やかムードの動画をバック
に「HAPPY」「ディープ・パープル・メドレー」の２曲が演
奏されました。
　期間中は来場者に協力を呼びかけ、一人ひとりの立ち姿を
４方向から撮影。立体感のある映像作品に仕上げ、最終日の
23 日夕刻に淳和記念館外壁に映してフィナーレを飾りまし
た。

多彩な活動を紹介する展示

吹奏楽部とのコラボは演奏と動画の共演

ダンス同好会とコラボしたパフォーマンス

トの高度が 250m を超えると航空法に基づき県知事の打上許可が必要にな
るため、最終形態のロケットが実際にどのくらい飛ぶのか実証ができない
中、高度を得るため徹底的に軽くすることと、空気抵抗を減らすことに注力
し、設計とものづくりを工夫しながら、計算から推測して 300m を超える
ことを目標にコンテストに挑戦しました。本番では見事に目標を超える高度
339m を記録し、２位（高度 301m）に大差をつけての優勝となりました。
競技後の他大学とのワークショップで技術交流をした結果、本学ロケットの
軽さが群を抜いていることがあらためて確認できました。
　競技はロケット部門とペイロード（CanSat）部門があり、書類審査を経てロケット部門に 29 チーム、
ペイロード部門に 30 チームが選ばれました。本学からはロケット部門 の「高度」とペイロード部門に
応募しましたが、ペイロード部門は残念ながら書類審査で落選。今野教授は「来年はペイロード部門で
も頑張りたい」と話しています。
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AITEP チーム　Ene-1GP で部門 2 位
　ソーラーカーの製作やレース出場に取り組んで
いる本学のクラブ AITEP（電気工学研究会）のチー
ム＝写真＝が、昨年 12 月 10 日に栃木県茂木町
の「ツインリンクもてぎ」で開かれた「2016Ene-
1GP MOTEGI」に出場、大学・高専・専門学校
の部門で 2 位となりました。この GP は単 3 電
池 40 本を動力源にどこまでエネルギーマネジメ
ントを追求した走りができるか競い合うもので、
スーパースピードウェイ 1 周（2.414㌔）をどれ
だけ速く走ることができるかの「ONE LAP タイ
ムアタック」と 90 分間で何周走行できるかの耐
久レース「e-kiden ロングディスタンス」という
2 つの競技の総合成績で順位を争います。
 　全長 2900mm、全幅、車高ともに 600mm、
重量約 22kg の車体にドライバーが乗り込み運
転します。電池 40 本の組み合わせ方は自由で、
AITEP は 10 本直列につないだ電池を 4 列用意し、
並列に組み合わせました。

同好会として発足し、翌 42 年に部に昇格しまし
た。同 57 年に全日本学生アーチェリー王座決定
戦で団体準優勝を飾り、平成 18 年には全日本タ
ーゲットアーチェリー選手権大会で松井寛和選手
が準優勝しました。また、近年も毎年全国大会に
出場しています。
　記念行事には OB と部員ら 30 人が出席し、ア
ーチェリーの「チェリー」と 50 周年の「５」に
ちなんで桜の苗木５本を射場内に記念植樹しまし
た。

続いて OB を代表して初代主将の澤田文夫さん
が挨拶に立ち、創部時に初代学園理事長の故後藤
鉀二先生や前理事長の後藤淳先生の力添えを得な
がら練習場を整備した思い出などを語りました。
来賓の山田英介副学長と、創部時から指導に協力
した山田陽清・名古屋市アーチェリー協会副会長

　大学洋弓部の
創部 50 周年を
祝う記念行事が
12 月 ３ 日、 八
草キャンパスの
アーチェリー場
で 開 か れ ま し
た。
 洋弓部は昭和
41 年 12 月 に

もお祝いの言葉を
述べました。
　最後に部員３人
と OB １ 人 で 70
メートルの試射を
６本ずつ行い、部
のますますの発展
を祈願しました。

中部学生ゴルフ選手権でベスト 10 に３選手
　大学ゴルフ部が参加した第 55 回中日杯争奪中
部学生ゴルフ選手権（4 月 18 ～ 19 日・貞宝カ
ントリークラブ）で、経営学科２年の北野貴哉選
手が８位、同３年の河合和眞選手が９位、同２年
の小田将吾選手が10位にそれぞれ入賞しました。
大会には 11 人が出場して 7 人が予選を通過、次
のステージとなる東海テレビ杯への出場を決めま
した。

洋弓部が創部 50 周年祝う

高校吹奏楽部第 52 回定期演奏会
　学園が主催する名電高校吹奏楽部の第 52 回定期演奏会は 2 月 4 日、名古屋国際会議場センチュリー
ホールで昼夜 2 部にわたって開かれました。
　プログラムは、伊藤宏樹教諭指揮による 4 部構成。第 1 部で本年度全日本吹奏楽コンクールの課題

曲「マーチ・スカイブルー・ドリーム」と自由曲に
選んだ「モンタニャールの詩」を演奏したのに続い
て、映画音楽の第一人者であるジョン・ウィリアム
ズの名曲などを次々と披露しました。
全日本吹奏楽コンクール高校の部に全国最多 39 回
出場を果たしている同部は、本年度も「西日本バ
ンドフェスティバル in 広島」に出演するなど幅広
く活躍しています。昼夜共に客席を埋めた吹奏楽フ
ァンは華麗な演奏に聴き入り、同部の新レパート
リー曲のタイトルそのままの「HAPPY」な笑顔で
会場を後にしました。圧巻の演奏を繰り広げた第 52 回定期演奏会

記念植樹する澤田文夫 ・ 初代主将 ( 左 )
と山田英介副学長

記念の試射をする部員とＯＢ
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クラブ表彰高校 9 クラブ・中学 3 クラブ
　この春から夏にかけて全国大会出場
の高校 9 クラブと中学 3 クラブが 3
月 15 日、学園のクラブ表彰を受けま
した。若水キャンパス南校舎多目的ホ
ールで、各部の顧問や部員代表が後藤
泰之理事長から激励金を手渡されたほ
か、クラブ活動後援会、同窓会、PTA
からも激励が贈られました。後藤理事
長は「一つでも上を目指し、全国で名
電高校、附属中の名を高めてください」
と励ましの言葉を贈りました。

　表彰されたクラブは次の通りです。
■平成 28 年度全国高校選抜卓球大会
高校卓球部　団体 7 人　（大阪市中央体育館・3 月 25 ～ 28 日）
■第 41 回全国高校選抜フェンシング大会
高校フェンシング部　団体 13 人　（甲府市総合市民会館・3 月 18 ～ 20 日）
■第 22 回全国私立高校男女バレーボール選手権大会
高校バレーボール部　団体 18 人　（町田市立総合体育館ほか・3 月 21 ～ 24 日）
■平成 28 年度全国高校相撲選抜大会
高校相撲部　団体個人 6 人　（高知県立春野運動公園相撲場・3 月 18 ～ 19 日）
■第 32 回全国高校ウェイトリフティング競技選抜大会
高校ウェイトリフティング部　個人 1 人　（金沢市総合体育館・3 月 25 ～ 28 日）
■平成 28 年度全国高校選抜自転車競技大会
高校自転車競技部　個人 2 人

（熊本県菊鹿地区特設ステージ、福岡県久留米競輪場・3 月 25 ～ 29 日）
■ロボカップジャパンオープン 2017 ぎふ・中津川
高校メカニカルアーツ部　団体個人 7 人　（東美濃ふれあいセンター・3 月 24 ～ 25 日）
■第 41 回全国高校総合文化祭
高校写真部　個人 1 人　（せんだいメディアテーク・7 月 31 日～ 8 月 4 日）
■平成 28 年度全国高校ゴルフ選手権春季大会
高校ゴルフ部　個人 1 人

（滋賀県富士スタジアムゴルフ倶楽部南コース・3 月 26 ～ 30 日）
■第 18 回全国中学選抜卓球大会
中学卓球部　団体 8 人　（山形総合運動公園体育館・3 月 26 ～ 27 日）
■第 54 回全国中学校スキー大会
中学スキー部　個人 2 人

（アルペン＝山形県赤倉温泉スキー場、クロスカントリー＝山形県秋山クロスカントリーコース・2 月
2 ～ 5 日）
■ロボカップジャパンオープン 2017 ぎふ・中津川
中学メカニカルアーツ部　個人 2 人　（東美濃ふれあいセンター・3 月 24 ～ 25 日）

高校スキー部
　学園は 2 月 20 日、全国大会に出場の高校スキー部をクラブ表
彰しました。同部は平成 28 年度全国高校総体（2 月 2 ～ 6 日・
尾瀬ほたか高原スポーツパーク）に４人、「第 29 回全国高等学
校選抜スキー大会（ノルディック種目）」（2 月 24 ～ 27 日・野
沢温泉南原クロスカントリーコース）に１人が、それぞれ出場し
ています。南校舎学監室で、後藤泰之理事長が顧問や部員代表に
激励金を手渡したほか、クラブ活動後援会、PTA、同窓会からも
贈られました。後藤理事長は「名電代表として頑張ってください」
と期待の言葉をかけました。
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高校吹奏楽部・ボウリング部・将棋部
　学園は昨年 11 月 15 日、同年秋から今春にかけ
て全国大会に出場した高校の３クラブをクラブ表彰
しました。北校舎校長室で後藤尚之事務局長が各部
の顧問や生徒に激励金を手渡したほか、クラブ活動
後援会、同窓会からも贈りました。後藤事務局長は

「ふだんの力をいかんなく発揮して全国で良い結果
を」と期待の言葉をかけました。

　表彰されたクラブと出場の大会は次の通りです。
■第 29 回全日本マーチングコンテスト
吹奏楽部　団体 80 人（大阪城ホール・11 月 20 日）
■文部科学大臣杯第 23 回全国高校対抗ボウリング選手権大会
ボウリング部　団体４人（川崎グランドボウル・12 月 23 ～ 25 日）
■第 25 回全国高校将棋新人大会
将棋部　個人１人（国立オリンピック記念青少年総合センター・２月３～５日）

大学フェンシング部
　学園は 3 月 2 日、全国大会に出場した大学フェ
ンシング部をクラブ表彰しました。同部は昨年 12
月 23 ～ 25 日に愛媛県伊予三島運動公園体育館で
開かれた「第 69 回全日本フェンシング選手権大会

（団体戦）」に４選手が出場し、男子サーブルでベス
ト 8 の成績を収めました。

表彰式は八草キャンパス本部棟で行われ、後藤泰
之理事長が石井成美顧問らに激励金を手渡して「さ

●団体
▽フェンシング部　五定寛司（卒業生）、清岡直明、島田翔大、南大地
第 66 回全日本学生フェンシング王座決定戦サーブル団体第 3 位、第 66 回関西学生フェンシングリー
グ戦（1 部リーグ）サーブル団体優勝
▽フェンシング部　上野克己、山崎凌、浦田尚吾、島田翔大、佐々木拓海
第 66 回全日本学生フェンシング王座決定戦フルーレ団体第 3 位、第 66 回関西学生フェンシングリー
グ戦（1 部リーグ）フルーレ団体優勝、第 66 回関西学生フェンシング選手権大会フルーレ団体優勝
▽ヨット部　手島遥貴、鈴木空、石黒武志、末永征覇、兵藤麗奈、別所陸太
2016 年度秋季中部学生ヨット選手権大会 470 級優勝
●個人
▽卓球部　楠川愛子、石田葵　第 83 回全日本大学総合卓球選手権大会個人の部女子ダブルス優勝
▽陸上部　植松達也　第 82 回東海学生陸上競技対校選手権大会男子 3000 ｍ障害優勝
▽競技スキー部　四方元幾　FIS ワールドカップたざわ湖大会男子モーグル競技 8 位入賞
▽ラグビー部　永田雄也　2016 東海学生ラグビー A1 リーグベスト 15 ポジション FB（フルバック）選出
▽弓道部　桐生有希　第 60 回東海学生弓道秋季リーグ戦女子個人準優勝
▽ヨット部　鈴木空、石黒武志　2016 年度中部学生ヨット個人選手権大会 470 級優勝

大学生の課外活動表彰
対外活動で優秀な成績を収めた本学の団体・個人に対する「平成

28 年度 課外活動表彰式」が 3 月 15 日、八草キャンパス AIT プラ
ザ 3 階会議室で行われ、山田英介副学長から表彰状・記念品が贈
られました。山田副学長は「皆さんの今後の活躍で、本学がさらに
元気づけられることを期待します」と学生たちを激励しました。

表彰されたのは次の皆さんです。 表彰される学生たち

らに上の成績を、できれば一番を目指してください」と期待の言葉をかけました。クラブ活動後援会か
らも激励が贈られました。
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発行　名古屋電気学園クラブ活動後援会・学園事務局総務部

愛知工業大学硬式野球部を 30 年近くにわたって率
いた奥田好弘前監督が昨年 12 月 31 日付で退任し、
本学 OB で元ロッテの平井光親新監督が１月１日付で
就任しました。野球部 OB 会は４月１日、奥田前監督
を慰労し平井新監督を激励する会を名古屋市内のホテ
ルで開きました。
　野球部 OB である奥田前監督は卒業３年目の 1989
年、秋のリーグ戦の途中からコーチとして監督を代行
し、チームを率いることになりました。最初のシーズ
ンの 90 年春に 1 部優勝を飾り、92 年春に正式に監
督に就任。以後、92 年春、94 年春、96 年春秋連覇、

大学硬式野球部　奥田前監督退任・平井新監督就任
OB 会が慰労と激励の会を開く

挨拶する久木崎 OB 会長

祝辞を述べる後藤学長

野球部マネージャーから花束を贈られる奥田好弘前監督

挨拶で感謝を述べる奥田前監督

チームの再建を誓う平井光親新監督

卒
業
生
の
活
躍

　大学野球の関西学生リーグ第６節第
１日で、立命館大４年の東克樹投手

（愛工大名電高出身）が自身で２度目
となる無安打無得点試合を達成しまし
た。複数回の無安打無得点試合達成は
同リーグでも初となります。
　試合は５月５日の関西大戦で、東投
手が許した走者は一回の四球による１
人だけ。６者連続を含む毎回の奪 17
三振でリーグ初の快挙を飾りました。

99 年秋と、指導者としてチームを計 6 度の１
部優勝に導きました。
　平井新監督は、在学時に１部で５回優勝を経
験し、首位打者１回・最優秀選手１回・ベスト
ナイン５回をそれぞれ受賞、明治神宮大会で
85 年準優勝、86 年優勝を飾ったチームの黄金
時代の一員です。ロッテ時代の 91 年にはパ・
リーグ首位打者を獲得し、引退後もプロアマ各
方面の指導者として力を発揮してきました。
　前・新両監督を慰労・激励する会は、OB 会
員や後藤泰之学長、服部洋兒野球部長ら 80 人
が出席して開かれました。久木崎恭巳 OB 会長
が、挨拶で奥田前監督への感謝と平井新監督へ
の期待の言葉を述べ、現役と OB の結束を呼び
かけたのに続き、後藤学長が祝辞の中で、現在
は２部リーグに甘んじている野球部の１部復帰
と悲願の優勝に向けて奮起を促しました。
　記念品と花束を贈られ、挨拶に立った奥田前
監督は、チームを任された当時を「昼間部と夜
間部の学生が混在して生活パターンに違いがあ
り、私も大学の職員として勤めていたので一日
が長く張りつめていました」と振り返りつつ「後
藤淳理事長（当時）から『学内の皆さんに応援してもらえるような指
導をしなさい』」とお言葉を頂戴し、私なりに尽くしてまいりました。

選手に教えられ、鍛えられ、長きにわたり指導に携
わらせていただいたのは多くの皆さんのおかげで
す」と感謝の言葉を述べました。
　服部部長の発声で乾杯し、和やかに歓談した後、
OB 会贈呈品のスピードガンの目録が久木崎会長か
ら平井新監督に手渡されました。挨拶に立った平井
新監督は「1 部リーグ復帰のために一生懸命練習に
励んでいます。OB の皆さんもぜひ時間があれば球
場に足を運び、選手に熱い声援を送ってください。
今年中に何とか１部復帰を目指して頑張ります」と
力強くチームの再建を誓いました。


